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醤
難
研
寵
　
「
麓
訟
ハ
拾
㎜
撚

彙

報

京
都
箒
國
大
學
文
學
三
哲
學
科

大
正
十
年
塵
卒
業
識
文
題
目

　
0
哲
學
專
攻

　
　
ヲ
ラ
ト
ー
後
期
に
お
け
る
論
理
に
湿
て

　
　
「
プ
ロ
チ
ヌ
ス
」
の
哲
學
に
就
て

　
　
リ
ソ
ケ
ル
ト
の
認
識
論
に
於
σ
る
實
在
亡
儂
値

　
　
カ
ン
｝
認
識
論
に
於
け
ろ
靱
象
性
の
問
題

　
　
善
の
理
想

O
印
度
哲
學
史
鼻
攻

　
阿
毘
魍
磨
嗅
舎
論
に
あ
ら
に
れ
れ
ろ

　
七
十
五
法
論
オ
因
果
論
定
に
就
き
て

○
‘
6
理
學
專
攻
　
　
曇

　
憎
曙
。
ゴ
。
ざ
σ
Q
冨
餌
費
ご
。
ぴ
。
．

0
倫
理
東
亜
攻

0
選
　
科
　
生

△
委
　
托
　
生

’
　
加
川
航
三
郵

　
橋
寺
　
太
鄭

　
魏
出
雲
洲

　
伊
東
　
法
俊

○
菊
池
慧
「
郡

二
之
宮
善
業

山
田
　
　
正

　
人
格
の
本
質
よ
り
凝
六
る
實
践
道
徳
論
（
一
名
父
子
鍾
論
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
添
恒
治
駆

○
敏
育
學
敏
授
法
專
攻

　
教
育
ミ
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
高
肉
　
霞
通

　
宗
教
々
育
の
意
義
な
論
じ
眞
宗
の
教
載
に
及
ぶ
　
　
　
鷲
谷
　
龍
潭

○
美
學
美
衝
史
上
攻

　
プ
ロ
ゥ
チ
ノ
ス
が
審
美
齪
　
　
　
　
　
　
○
山
内
朝
資

○
宗
敏
學
專
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
、
　
　
　
　
　
一
一
、
山
ハ
　
、

　
　
宗
数
紛
燈
験
の
本
質
及
其
眞
理
性
の
塞
礎
　
　
、
　
　
　
藤
井
　
鵜
蕉

　
O
融
會
畢
專
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
，

　
　
利
盆
分
配
法
之
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
山
峻
英
次
鄭
　
，

　
　
藝
術
の
証
會
學
的
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
原
　
六
藤

　
　
魯
西
亜
虚
無
主
義
の
漱
倉
學
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
金
杉
　
恒
彌

　
　
　
　
哲
學
倫
理
學
研
究
禽

　
二
月
十
六
R
H
午
後
六
暗
よ
5
一
蘭
芋
生
集
禽
口
勝
に
於
て
卒
業
生
豫
臨
殴
禽
昌
た
兼
ね

六
る
例
會
た
開
毫
、
左
の
講
演
あ
り
。

救
濟
及
解
脱
の
原
理

新
著
紹
介

國
錫
影
野
臨

交
學
士
　
久
松
　
眞
一
君

藤
井
健
治
郎
比
著

　
著
者
か
ら
一
本
な
賜
に
つ
糞
事
な
感
謝
し
今
通
讃
す
う
に
當
っ
て
思
ひ
浄

ん
だ
儘
な
忌
揮
な
く
書
か
ぜ
て
頂
き
ま
で
。

　
特
に
注
識
温
な
惹
く
べ
毒
・
こ
ミ
に
「
怒
乱
百
」
に
．
講
堂
や
も
認
め
て
居
ら
ろ
」
如
く

是
迄
國
民
無
徳
た
取
扱
ば
れ
象
多
く
の
人
々
の
意
見
宣
匡
絵
程
異
な
っ
て
居

ろ
こ
ミ
で
あ
ろ
。
何
が
そ
の
趣
毫
た
異
な
ら
し
め
カ
か
定
去
ふ
に
夫
れ
は
國

民
甦
徳
に
封
ず
る
著
者
の
態
度
が
他
り
人
々
の
だ
同
じ
く
な
い
こ
ビ
で
あ
ろ

複
來
の
論
者
が
概
れ
素
朴
的
に
我
が
國
斑
道
徳
の
讃
美
潜
謳
歌
者
で
あ
り
國

士
的
口
吻
を
籍
り
て
の
わ
が
特
有
道
徳
の
説
思
者
で
あ
っ
六
に
封
し
本
著
看

は
飽
く
ま
で
研
究
的
、
翫
判
的
態
度
存
持
し
國
民
事
徳
の
建
殿
者
力
ら
ん
な

期
ゼ
ら
る
㌧
こ
書
で
あ
ろ
。

　
「
國
民
遺
徳
の
意
義
及
其
の
倫
理
學
定
の
關
係
」
に
就
い
て
の
基
本
的
問
題



が
最
寄
に
明
快
に
調
べ
ら
れ
て
あ
ろ
の
に
以
上
の
態
度
か
ら
嵩
糞
も
の
で
あ

ろ
。
之
が
先
づ
論
ぜ
ら
れ
る
の
に
如
何
に
も
自
然
で
あ
る
檬
に
思
は
れ
る
が

從
楽
隠
り
明
か
に
論
ぜ
ら
れ
て
る
な
い
糠
で
あ
ろ
。
「
動
機
論
鴇
規
範
論
」
及

「
國
民
教
鞭
及
個
人
思
想
」
ミ
章
た
逗
ふ
て
携
む
の
る
如
釘
に
も
図
研
的
方
法

で
あ
ろ
。
能
く
あ
る
様
に
徳
厨
の
趨
原
及
獲
展
の
叙
蓮
に
追
に
れ
る
こ
定
な

く
驚
等
ば
「
動
機
論
」
以
下
の
翼
下
に
納
め
ら
れ
て
あ
る
。

　
検
討
的
懸
度
で
あ
る
虐
云
ふ
な
ら
ば
然
ら
ば
全
然
冷
か
な
乾
燥
な
第
三
者

の
魏
察
な
り
や
オ
云
ふ
に
我
が
國
畏
甦
徳
の
長
女
美
山
た
認
む
ろ
こ
定
昇
だ

鏡
く
動
機
篇
の
如
き
徳
の
十
分
な
膿
得
に
よ
っ
て
始
め
て
潔
し
得
ら
れ
ろ
定

思
繋
れ
ろ
。
随
所
に
現
に
ろ
》
散
交
画
定
も
見
る
べ
毒
、
観
蓮
法
ぱ
又
讃
む
者

た
魅
マ
ろ
力
が
あ
る
。
東
京
小
石
川
櫻
木
町
六
北
岸
鱈
、
解
版
三
四
九
頁
、

定
偵
金
塗
圓
、
（
尾
生
光
三
照
）

バ
ー
ク
レ
ー
入
知
の
原
理
及
甥
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
積
量
　
一
浪
一
一
諜

　
　
　
本
書
に
パ
ー
ク
ソ
ー
の
主
著
二
篇
『
人
知
の
原
理
に
關
す
る
論
丈
し

　
　
（
〉
貯
o
p
募
o
o
9
客
2
旨
無
二
δ
H
、
腕
一
ま
豆
＄
9
ぎ
回
製
図
二
（
き
三
。
＆
o
）
及
「
ハ

　
　
イ
ラ
ス
定
ブ
イ
ロ
ノ
ウ
ス
定
の
三
つ
の
饗
話
」
（
盛
暮
。
臼
Σ
。
σ
q
篇
＄
葺
≠
δ
2

　
　
＝
覧
P
ω
P
昌
角
憶
邑
0
5
0
霧
）
の
澤
で
あ
る
。
カ
ン
ト
ド
認
識
論
の
目
的
の
一
つ

　
　
が
、
b
ユ
ー
ム
の
懐
疑
論
に
よ
っ
て
興
立
場
な
喪
ひ
去
ら
う
塾
し
糞
数
學
及

　
　
純
粋
白
軽
科
學
存
ば
救
護
し
て
、
其
確
實
急
な
閑
明
す
る
ぜ
同
隠
に
、
海
際

　
　
礎
な
も
閉
か
に
す
う
に
あ
っ
糞
こ
定
に
周
知
の
二
士
で
あ
ろ
。
か
く
て
コ
ペ

　
　
ル
河
魚
ス
的
韓
圓
の
洗
禮
に
浄
化
ぜ
ら
れ
て
以
下
、
．
形
海
上
學
ぜ
し
て
の
素
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p
實
在
諭
に
認
識
論
上
の
模
通
説
ぐ
・
共
に
言
詮
残
の
姿
た
哲
學
の
領
域
よ
り

0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
一
三
墨
丁
研
究
　
第
山
ハ
捨
號

浸
し
去
る
の
警
む
な
き
に
到
つ
象
こ
定
も
亦
周
知
の
製
品
で
あ
ろ
。

　
今
斯
く
の
こ
芝
き
晴
代
即
成
の
纂
業
た
導
出
令
し
め
力
圭
な
る
原
因
が
、

経
験
論
の
破
産
に
あ
っ
力
建
認
め
う
な
ら
ば
、
経
験
論
な
し
て
必
然
的
に
其

。
翼
二
心
名
ξ
た
招
來
ぜ
し
め
乳
バ
ー
ル
ソ
ー
の
魏
念
論
が
、
假
令
其
世
界
魏

廻
し
て
の
も
。
覧
葺
轟
貯
葺
に
矛
盾
が
あ
る
ぜ
に
謂
へ
、
照
者
自
ら
妙
じ
く
も

北
ハ
自
序
に
、
沃
て
蓮
べ
ら
れ
て
戻
梱
ろ
加
…
く
、
何
。
人
も
蚊
ハ
の
カ
ン
ト
ぜ
の
間
に
「
悲
ハ

涌燭

ﾈ
㎜
四
梱
題
」
た
帥
横
へ
て
る
ろ
こ
射
た
詐
…
さ
な
ゆ
り
れ
げ
h
な
ら
ぬ
O
”
此
の
意
妹
に

着
て
既
に
カ
ン
ト
の
「
序
親
」
及
「
第
二
批
朔
」
や
フ
ィ
ヒ
テ
の
「
知
識
學
序
説

及
直
門
」
等
の
グ
ラ
シ
ソ
ク
が
縄
ぜ
な
れ
糞
今
口
、
凝
然
な
さ
る
べ
く
し
て

未
だ
ゼ
ら
れ
な
か
つ
六
パ
ー
ク
ン
ー
の
紹
介
が
藤
浪
學
士
の
努
力
に
依
っ
て

塞
に
鮮
明
に
且
つ
周
到
に
成
し
遽
げ
ら
れ
敦
こ
オ
を
自
分
ほ
非
常
に
多
ミ
す

る
も
の
で
あ
る
O

　
學
士
匡
「
諦
巻
序
説
」
に
於
て
明
晰
に
バ
ー
ウ
ソ
ー
の
根
本
思
想
た
概
説
批

詳
し
其
史
的
旨
趣
な
明
に
ぜ
ら
れ
て
為
ろ
。
而
し
て
馨
も
す
れ
ば
彼
の
魏
念

論
即
ち
内
在
論
が
三
二
論
定
し
て
一
概
に
主
槻
的
な
ろ
形
容
詞
の
、
も
定
に
蔽

に
れ
る
こ
定
に
疑
惑
為
有
し
、
其
除
り
に
早
計
な
ろ
こ
雑
な
一
々
バ
ー
ク
ソ
「

i
自
ら
の
言
口
某
に
豪
い
て
甑
謹
言
ぜ
ん
定
努
め
ら
れ
て
な
ろ
O
霧
廓
只
、
ヴ
ヰ
ン
デ

ル
バ
ン
ト
の
墾
防
く
ご
堅
く
糊
剛
我
弥
禰
ビ
に
剛
騨
ち
負
目
亀
日
o
O
話
銘
ω
o
げ
。
国
m
O
剛
。
駐
管
屋

の
謂
で
あ
る
亡
解
す
る
畦
バ
ー
ク
レ
ー
が
。
っ
」
三
三
壽
蜜
し
て
の
多
鍛
の
精
榊

な
認
愛
し
、
更
に
か
～
る
多
数
精
子
を
支
配
す
る
曾
；
霧
。
冨
基
。
言
巳
。

Ω
。
醇
た
想
定
し
て
た
ろ
こ
ビ
に
明
に
其
の
殿
密
な
ろ
意
妹
に
於
け
ろ
猫
我
論

ミ
断
じ
難
き
こ
建
な
立
識
す
ろ
も
の
で
め
ろ
。
併
し
ま
象
同
噂
に
か
」
る
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

隈
な
る
翠
陰
ー
ー
淋
た
想
定
ぜ
し
め
る
に
到
つ
れ
根
本
惣
調
為
考
察
t
、
そ

こ
に
重
黙
為
既
く
な
ら
ば
、
彼
の
思
想
の
下
野
無
窓
ろ
…
癒
為
肯
定
す
ろ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七


